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平
成
5
年
第
4
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

6
月

何
回
か
ら
お
日
ま
で
の
何
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成

5
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
平
成
4
年
度
補
正
予
算
（
専
決
〉
な
ど
の
別
議

案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

O
平
成
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第

1
号
）

5
0
、
8
6
0
千
円
を
追
加
し
、

総
制
を
7
、
7
3
5
、
8
6
5
千
円

と
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

道
路
整
備
臨
時
挙
業
費

2

3
、
0
1
0
千
円

文
教
ゾ
ー
ン
税
備
ギ
業
従

2
5
0
9
5千
円
の

透
加
な
ど
。

O
平
成
5
年
度
朝
日
町
老
人
保
健

t

しち
－
、
。

2
7
a

’・J
J
h
t
v

4

町
職
員
の
健
康
管
制
批
に
つ
い

て
よ
り
一
層
、
検
診
体
制
の
徹
底

と
職
員
へ
の
略
発
を
↑凶
ら
れ
た
い
。

5

凶
定
資
産
税
、
同
氏
健
康
保

険
税
な
ど
の
課
税
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
と
も
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た

、
。

－
LV
 

A
I
則
定
例
会
に
お
い
て
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
2
件、

「小
選
挙
区
制
に
反
対
し
、
議
員

定
数
の
版
本
日
記
TI
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て
」
「
企
業

・
団
体
献
金

の
禁
止
を
ボ
め
る
意
見
書
に
つ
い

て」
、
隙
約
1
件
、
「
民
削
医
掠
機

関
へ
の
低
利
融
資
、
固
定
資
産
非

課
税
な
ど
の
公
的
立
妓
従
を
ボ
め

る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

h
h
州市
ぃ山中
業
特
別
会
計
袖
正
子
作
（第

l
回す
）

3
1、
2
7
1
千
同
を
追
加
し
、
総

額
を

1
、
9
4
0
、
9
2
2
千
円
と

し
た
。補

正
の
主
な
も
の

前
年
度
繰
越
金
を
悩
迎
合
に

3

0
、
7
7
8
千
円
充
当
す
る
た
め
。

0
．
キ
成
4
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算

（第

6
号
）

3
0
2
、
0
9
7
千
円
を
追
加

し
総
似
を
6
、
3
7
3
、
9
5
8
下

円
と
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

ま
た
、
「国
民
の
祝
日
『悔
の
日
』

実
現
に
関
す
る
窓
口
凡
舎
に
つ
い
て
」

は
、
不
採
択
と
す
る
ニ
と
に
決
し

ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た

9
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

な
お
、
議
案
審
持
の
過
れ
て
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

ご
み
の
減
量
化

・
リ
サ
イ
ク

ル
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

埋
鮮
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
減
量

化
に
よ
る
経
費
の
節
減
な
ど
、
わ

か
り
や
す
い

P
R方
法
を
検
討
さ

T

し
、．、

。

ふ
4
ふ
人
’
V

2

老
人
対
誌
に
つ
い
て
、
問
で

は
、
ゎ介
主
制
祉
に
力
を
入
れ
て
き

て
い
る
が
、
家
肢
が
別
居
や
勤
務

等
で
こ
れ
に
対
応
で
き
な
い
傾
向

に
あ
る
。
高
齢
者
人
口
比
十
年
が
高

い
当
町
に
と
っ
て
は
、
今
後
も
入

所
地
設
の
前
一嬰
が
大
き
く
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
丸
、
将
来
の

状
況
を
子
測
し
な
が
ら
そ
の
刈
策

を
考
え
ら
れ
た
い
。

3

社
会
参
加
の
意
欲
を
も
っ
て

い
る
市
齢
者
の
知
減

・
経
験
を
生

か
せ
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
、
ま

た
、
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

． 

担割。申申＠暗唱暗唱暗唱暗暗暗唱暗暗暗噌暗唱廼

平
成
4
年
度
決
第
見
込
に
よ
る

事
務

・
事
業
等
の
精
算
と
基
金
献

立
（
2
2
1
、
2
0
0
千
円
）な
ど
。

O
平
成
4
年
度
特
別
会
計
補
正
予

詐

（川
民
健
康
保
険
料
別
会
社
な

承
認

ど
9
特
別
会
計
補
正
予
宵
）

補
正
の
主
な
も
の

4
年
度
事
業
の
雌
定
又
は
精
算

に
よ
る
補
正
。

総
務
教
育
委
員
会

議
ム
広
か
ら
付
託
さ
れ
た

7
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
ゑ
e

認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

な
お
、
議
案
審
併
の
過
紅
で
次

の
要
望

・
窓
口
凡
が
あ
り
ま
し
た
。

1
、
さ
み
さ
と
小
学
校
建
設
に
つ

い
て
、
児
童
の
通
学
や
授
業
中
の

安
全
対
策
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

E

（似
林
）
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
、
生
徒
や
体
育
館

利
用
者
の
盆
夜
の
通
行
に
万
全
を

期
さ
れ
た
い
。

関
係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

そ
の
刈
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

今
則
定
例
会
に
お
い
て
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
、
陳
情
の

「診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
及
び
改
善
を
求

め
る
窓
見
書
採
択
に
つ
い
て
」
ま

た
、
前
回
か
ら
継
続
審
置
に
な
っ

て
お
り
ま
す
陳
仙
の

「保
険
で
よ

い
入
れ
歯
の
実
現
を
ボ
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、
願
意
妥

当
と
認
め
、
一
保
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
か
ら
継
続
事
査
と

な
勺
て
お
り
ま
す
前
馴
の

「凶
民

健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
」
は
、
諸
椴
の
状
況
を
勘
案
し
、

今
回
も
継
続
審
伐
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
4
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
胤
案
の
と
お
り
可

決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

A
I
則
定
例
会
に
お
い
て
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
請
願
「氷
市
場
開
放

阻
止
並
び
に
平
成
5
年
産
米
の
政

府
買
入
価
格
、
山
本
毅
政
策
等
の
航

立
に
つ
い
て
」
は
採
択
、
前
回
か

ら
継
続
審
売
の

「
消
雪
袋
誼
の
設

慌
に
つ
い
て
」
「
船
出
り
場
控
訟
に

つ
い
て

3
件
」
は
諸
般
の
状
況
を

勘
案
し
、

．内
皮
継
続
審
併
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

~守，....，・歯切骨

6
月
議
会
で
は
、

6
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
日
日
件
の
代
表
・
一
般
質
問
、
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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政

毎
年
各
地
区
町
内
会
か
、
り
多
く

の
要
日
常
事
尉
が
、
日
頼
も
し
く
は

文
官
一
円
で
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
関
係
所
管
で
ど
の
よ
う
に
処

刑
刊
さ
れ
て
い
る
の
か
判
い
ま
す
。

答
弁

一
軒
現
状
の
把

地
区

・
町
内
会

・
同
体
か
ら
提

出
さ
れ
た
も
の
は
現
状
を
担
保
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
性
の
尚
い
も

－
議
会
だ
よ
り

＠回四回

画国
議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

「ー「

議

案

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

5
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
子
算
（
第

l
号
）

。
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算

（第
1
号
）

条

例

。
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
税
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件

議
員
提
出
議
案

。
「
保
険
で
よ
い
入
れ
歯
」
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

O
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
及
び
改

善
を
求
め
る
意
見
書

O
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

成
5
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
、

米
穀
政
策
等
の
確
立
に
関
す
る
意

見
書

~量Y寺井孝d寄り

承
認
さ
れ
た
も
の

平
成

4
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

6
号
）

O
朝
日
町
函
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

－
平
成

5
年
8
月
号

＠
し一一」

ことわざにl;l:，先人の知恵が凝縮されており，人生を牛き てL、＜ Jでの燦々なことを見つけることができます。！ことわざ紹介 ｜丸いgpもか｝ょうで白話 丸い卵でも切リ方によ っては四角になるe 物事も言いかた しかたによって！人 間前にもなるしかどの立つよう
にしなる ということ。



の
や
事
業
効
栄
作
守
を
勘
案
し
な
が

ら
対
応
し
て
き
て
い

ま
す
。

要
望
め
中
に
は
同
・県
と
関
係
す

る
も
の
も
あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に

附
係
機
関
に
陳
情

・
協
議
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
周
辺
の
地
区
と
協

議
を
裂
す
る
も
の
や
、
受
益
宥
め

同
志
を
必
要
と
す
る
場
作
に
は
、

時
間
が
か
か
る
こ
と
JY
の
り
ま
す
。

質 ..... 
問 」

は有 一ー？と.）
料 ..d.量~－... ~＇，‘ 守
｛じ 民叫？．，、＼号．，．
… ＇ . －‘胡ば

五 J 収：r：：：~’
え

集

川
は
リ
サ
イ
ク
ル
報
奨
金
制
度

な
ど
種
々
の
ご
み
減
量
化
に
努
力

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
減

uu

答

弁

厳
正
に
選
定

建
設
エ
ギ
桁
名
競
争
入
札
参
加

資
絡
者
名
簿
の
中
か
ら
、
入
札
参

加
者
選
定
要
簡
に
よ
る
業
指
選
定

怯
い
ニ
仁
作
づ
き
、
1
L

ド
記
K
M
、
i
X

1

J

、t

’’V1
1
J
d’

tz
ー、

－
H
・
弘

白rμ

，J
H司
・

』
，

術
背
反
び
川
体
行
機
器
の
状
況
、
一い

川
状
川
、

地
則
一
的
条
件
等
を
・
待
作

し
、
厳
正
に
選
定
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

富観
場観 ，必．；，：‘： 光；》：P む

ス・r＞、‘
E註t 《・＂＂・炉語先

町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
大
部
分

は
あ
ま
リ
進
ん
で
い
主
い
と
思
う
。

ま
た
自
家
処
理
な
ど
で
減
量
に
努

め
て
い
る
お
も
お
ら
れ
、
住
民
の

小
で
も
減
拡
に
刈
す
る
認
識
の
長

に
大
き
な
聞
き
が
あ
る
。
収
集
に

は
多
額
の
経
費
が
，
袋
し
、
有
料
化

に
よ
り
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
問
に
お

い
て
も
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
な
い
か
州
い
ま
す
。

答
弁

城
市
ー吋
れ
一
一
考

ご
み
減
量
一
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

4
年
度
か
ら
ご
み
減
U4
恩
・
資
源
化

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
位
以
参

加
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
ι

ま
た
広
域
闘
で
は
有
料
の
ご
み
桁

定
袋
制
に
つ
い
て
輸

A
を
進
め
て

い
ま
す
が
結
論
ま
で
も
う
少
し
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
ζ

み
収
集
の

む
料
化
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

高 固
止命F ，曹
をfrtli ~ ：~ ... :: 

？ ？：；資；·~：：~. . 

2：信
税

’U
治
省
は

3
年
ご
と
の
説
価
作

え
を
削
怯
山
に
、
日
い

地
側
公

…小
一愉

桁
の

7
割
を
固
定
資
産
評
価
額
と

は
パ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

路
上
に
州
を
つ
く
っ
て
駐
車
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
、
目
的
駅
周

辺
に
大
引
パ
ス
の

5
、

6
h入
る

駐
車
場
い
か
必
要
と
思
う
が
、

vつ
え

を
伺
い
ま
す
。

答

弁

似

馴

に
臨
時
駐

パ
ス
駐
中
山切
に
つ
い
て
は
、
似

則
的
に
旅
館
民
自
等
で
刈
応
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
観
光
存
の
大

半
が
夏
季
に
集
中
す
る
こ
と
も
あ

り
、
例
年
関
係
各
機
闘
の
代
表
等

で

「
宮
崎

・
境
海
岸
周
辺
管
理
連

常
会
議
」
を
開
催
し
、
町
有
地

・

県
有
地
を
臨
時
駐
市
場
と
す
る
な

ど
刈
議
を
講
じ
て
い
ま
す
。
な
お

長
期
的
な
駐
車
場
の
碓
停
に
h
ド
い
｜

て
は
、
宮
崎

・
境
海
山
町
周
辺
川
村
備

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
身
、
え
て
お
り
ま
す
。

宮崎海岸臨時駐車場

質 世
間 五恥－， 叫

!l~ ？どトム
をこ エa人手 ，・i・二J

ろ 亨ペ イ－;:'. 
か九 ア ”
り 活

動

町
に
お
い
て
は
多
く
の
老
人
制

祉
抑
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
い
愉
社
社

会
の
充
実

・
拡
大
を
は
か
る
に
は

闘
し
、
増
税
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
バ
ブ
ル
か
は
じ
け
た
今
、
地

価
ト
併
に
反
映
さ
れ
た
訓
価
制
に

ド
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
収
低

環
元

H
式
へ
の
転
換
も
必
要
で
あ

る
と
思
う
か
、
ド勺
え
を
制
い
ま
す
。

答

弁

適

正

な
評
価
額

ー

の

算
定
で

山
治
省
の
ギ
成

6
年
度
評
価
替

え
の
基
本
方
針
で
は
、
地
価
八
ム

a

不

倒
松山
の

7
訓
杭
度
と
し
て
い
ま
す

が、

比柄
本
的
に
は
店
側
の
均
衡
化
・

適
正
化
を
図
る
こ
と
が
白
的
で
あ

り
、
特
に
住
毛
用
地
に
つ
い
て
特

例
知
世
の
拡
充
等
を
行
い

、

ed側

替
え
に
伴
う
納
税
者
の
税
負
担
の

増
加
を
磁
力
抑
制
す
る
た
め
、
負

制
’捌
野
川
出
か
講
じ
ら
れ
る
も
の

で
す
。
評
価
替
え
事
務
に
あ
た
勺

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
出
動
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
思
う
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川

動
の
向
パ
体
的
な
実
践
を
と
お
し
、

前
動
参
加
へ
の
伴
家

・
認
識
を
深

め
て
い
く
必
要
い
か
あ
る
と
忠
う
が
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
川
い

ま
す
じ

答
弁

底
辺
の
拡
大
に

努
め
る

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
も
の

と

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
制
社

サ
ー
ビ
ス
を

一
脳
充
実
さ
せ
る
観

点
と
そ
の
判

い
予
と
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
に
努
め
る
た

め
、
3
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
｜
テ
イ
ネ
｜
タ
ー
の
常
勤
化
の

助
成
弘
前
を
講
じ
て
い
る
ほ
か

て
は
、’
H
治
省
の
北
本
万
針
を
踏

ま
え
県
の
指
導
の
も
と
に
地
価
調

査
価
格
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

株
冷
地
に
係
る
鑑
定
問
所
の
拡
允

や
土
地
の
状
況
変
化
の
把
握
、
地

価
の
動
向
に
も
配
慮
し
な
が
ら
行

勺
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

4・、ー
み
- . 

• .H‘：：..叫：門d

d；とヂ；.；：~~

令単・・.. ;-' 
q校 て

建
設

豊
田
司

業
者
の
選
定
基

a
k
p
B
K・
佑
日
「
斗
A
F

｝

l
 

町
の
請
負
工
事
に
つ

い
て
は
朝

日
町
泊
負
工
事
執
行
適
正
化
安

μ

会
に
お
い
て
公
平
か
っ
通
一
止
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
入

札
参
加
業
お
の
選
忘
成
準
、
染

者
め
資
杭
審
先
を
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
c

朝
日
町
議
会
に
県
町

村
議
会
議
長
会
表
彰

G
川
l
日
に
附
川
附
さ
れ
た
出
山

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
合
の

F
H

．、
H
Hリ

I
t－
－

J

続出内
、主バ
’〈
1
是

B
1
1
1

H
斤
l
l

h
d
γ
t
t
削
川

f
”
ノ
Z
4
，b
n
，sL
削
山

ι
f

議
会
と
し
て
トいん

f
wを
受
口
し
ま
し

こ

こ

L
正
d
，世
代

b
J
J
Jち
十
こ
〉

」
／

、

4
4
2
1
0hv
e
n
d
－JJ
7
1
6
f
Eb

ノ’
’t
J，a

た
リ
成
会
泌
営
の
’川
卜
に
努
め
、

仏
代

M
M慨
を
刷
引
退
し
て
き
た
功
利

か
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す

d

的
年
か
ら
小
・

中

・
内
航
立
7
校
の

中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
を
定

め
、
内
川
主
的
な
活
動
を
し
て

い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
も
底
辺
の
拡

大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま

」
q

－
議
会
だ
よ
り

。

算
（
第
3
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第

2
号）

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号）

諮

間

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
せ

ん
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

推

せ

ん

O
朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
推

せ
ん
の
件

宇一
嗣
願
・
陳
情
］

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

ギ

5
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
、

米
穀
政
策
等
の
確
立
に
つ

い
て

。
「
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
及
び

改
普
」
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て

。
「
保
険
で
よ
い
入
れ
歯
」
の
実
現

を
求
め
る
意
見
香
川
悦
択
に
つ
い
て

O
荒
川
四
丁
目
町
内
消
雪
装
置
の

設
置
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
小
選
挙
区
制
に
反
対
し
、
談
員

定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

O
企
業

・
団
体
献
金
の
禁
止
を
求

め
る
意
見
書
に
つ

い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ

い
て

。
船
溜
り
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

O
船
だ
ま
り
場
建
設
に
つ
い
て
（
2

件
）

。

「食
料
の
向
給
佐
保
の
た
め
の

山
一言」

採
択
に
つ
い
て

。
「
民
間
伝
療
機
関
へ
の
低
利
融

資

・
附
定
資
産
非
課
税
な
ど
の
公

的
支
援
策
」
を
求
め
る
立
見
香
川
林

択
に
つ
い
て

不
採
択
に
な
っ
た
も
の

O
凶
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
実
現
に

閲
す
る
怠
見
書
採
択
に
つ
い
て

永
年
勤
続
議
員
表
彰~ 

6
月
刊
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会

定
例
会
で
、
河
村
清
光
氏
が
朝
日
町

議
会
議
貝
と
し
て
同
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
と
町

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
議
決
を
も

っ
て
朝
日
町
議
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

－
平
成
5
年
8
月
号

＠

言を信じて白を長う 人から｜昔｜いたことは（万七る刀＼自分で実際に見たしのはiれ主いという こと．速くのものをありがたがリjfrくのことを
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！合
‘： ①米rr！草生 ＠泊小

5 'if ③＠総務教育

①永口紗也香 ②1t11崎

小 6"F ③産業建設

予む心尽.；，＿朝日：町＝ミ；；，＆,tふも 4議会開会…竹内れ

；；！ま持；づく~~＇~＇台帳延長短~声~1~~~：；止、れた似た？をw川安ーも魚
も三~

①新田祥代 ③Ji箇庄

小 6{j!- ③環境j手生

①白岩香織 ⑧宮崎

小 6fl＇－ ③産業建設

①坂本知穂 ②i(J小
6 if ③総務教育

①長井尚美 ③下i:川

小 6年 ③総務教育

①西田亜希 ③fi.箇！主
小 5年 ③環境j平生

－
朝
日
町
子
ど
も
議
会

＠

持つべき ものは宇－－他の！日jにLまさ って持つ価値のあるのな自分グ〉チである。わがf:l ど自分の 1ui fi-~ をみてくれたリ ＇ i支に立ヮたリして〈れ

るらのfj_ないというニと 2

議
長
に
坂
本
ぷ
副
議
長
に
永
口
ぷ

各
常
任
委
員
会
の
所
属
も
決
定

小
学
生
に
町
政
の
仕
組
み
ゃ
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、
議
会
で
の
意
見
や
要
望
を
こ
れ
か
ら
の
町
政

に
も
生
か
そ
う
と
七
月
十
四
日
、
初
の
朝
日
町
子
ど
も
議
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

二
十
一
人
の

議
員
が
誕
生

十
四
日
の
組
織
議
会
開
会
に
先

立
っ

て
、
町
内
八
つ
の
小
学
校
か

ら
選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
町
長

か
ら
任
命
舎
が
交
付
さ
れ
、

ニ
ト

一
人
の
子
ど
も
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。

組
織
議
会
で
は
、
選
挙
に
よ
っ

て
議
長
に
坂
本
知
偲
さ
ん

（泊
小

六
年
）
を
、
副
議
長
に
議
長
の
指

名
て
永
口
紗
也
香
さ
ん

（山
崎
小

」ハ
年
）
を
選
出
、
同
じ
く
議
長
折

名
に
よ
っ
て
総
務
教
育
、
山
山
川
町

生
、
産
業
雑
誌
の
各
常
任
安

H
会

の
所
属
を
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
長
か
ら
町
政
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

新
議
員
二
十

一
人
は
、
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
事
前
に
二
度

の
学
習
会
を
開
き
、
行
政
や
議
会

①江淵正樹 ⑫l有保

小(jiド③~；成J平~

~ 
①飯田理世 Rdi小
() {['- ③c1従業控，i生

rn 
自
昌
自1

容色ヲ釆~ 名

三＠
副溺委 学
員年

長）③ ・

※語感
敬の
称常

~1 $ 

①永井 雌 ⑧泊小G

"I＇・③ ＠原境厚生

①末上麻衣 ③泊小
5 ｛ド ③総務教育

①柚木亜紀 ②南｛ルl、
6年 ③ 0総務教子t

①水島祥一郎 ②下’
小 6ii'・ ③J主業，辿設

①田中崇義 ⑫1IJ1li奇
小 6,,,,_ ③総務教脊

①清水沙知代 ②大家
庄小（） 'rド③oi;u克lソ生

I 

①水島映里佳 ⑫坑小
6 ，，，・ ③o従業建設

①篠田愛里 ③li.ili'i庄
小6'if ③総務教育

の
仕
組
み
、
議
事
の
進
め
む
な
と

を
学
ん
だ
と
は
い
え
、
や
や
緊
張

の
向
持
ち
。
厳
か
な
本
附
幻
の
議

場
で
白
分
の
附
に
雌
リ
、

f
ど
も

議
員
と
し
て
の
第

一
少
を
踏
み
出

し
ま
し
た
c

本
会
議
は

十
月
の
予
定

小
学
生
に
よ
る
チ
ど
も
議
会
は
、

県
下
で
も
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
余
刷
。
，I
ど
も
た
ち
は
八

H
に

学
出
会
や
調
査
活
動
も
行
い

、
ト

川
上
旬
に
聞
か
れ
る
本
会
議
に
臨

む
子
白記
で
す
。

議
会
で
は
、
全
員
に
発
言
怖
が

与
え
ら
れ
て
い
る
は
か
、
会ニ
ト

U

円
の
い
や
業
資
も
あ
り
、
内
分
た
ち

で
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
勺
て
い

ま
す
。

チ
ど
も
た
ち
の
、
｝
れ
か
ら
の
活

発
な
議
員
活
動
、
今
か
ら
楽
し
み

て
す
ね
。

①横尾尚和 ③泊小
6 _,,,,_ ③環境l'/'I'.

• 咽司圃‘.，，，，..－

①長井和広 ②！｛tiリ｜｜

小6年 ③J主業控ぷ

①広川明苗 ③崎小
5 ,,,,_ ③産業辿J文

＼ 

圭 ⑫人未／-j:

③必；：境厚〆1:
①新田
小 6年

み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

－
平
成
5
年
8
月
号

＠

柳に風・・・仰の般が風に従つてなびくように．御手の二と｛まなどに少しも逆らわないこと e また，相手の強い態J~に巧みに応対 して受；？流すニと e



町
里 ゲ

坂l
伊 ボ

｛工 ル
平 イ 宙

T郎 d;
？手 元
議ん 老

,:9＇＇）づ

づ＇.：＂tr

「今
年
の
二
月
で
現
役
か
ら
は
引
退
。

A
ー
で
は
も
っ
ぱ
ら
蹴
峨
お
と
し
て
、
町
内

＝＝＝一＝＝＝＝－＝＝＝＝＝＝－＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
＝＝
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一

@@@  

は

な

み

青
木
保
奈
美
ちゃん

松
涛
町
の
青
木
保

・
美
佐
江

さ
ん
夫
婆
の
長
女

（
平
成
3
年

5
月
四
日
生
）

＠伝言＠
夫境伊

♀妻のす佳子
玉の伊 服S
~2 藤一

玉男手 伸之

現 2也ゃ
日きイ
生じん
）ん一

の
各
純
大
会
に
散
を
出
す
の
を
殺
し
み
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

こ
の
春
、
『
長
年
に
わ
た
り
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
の
芹
反
発
展
と
健
康
の
紘
持
川
進
に

努
め
、
地
域
の
人
々
の
院
範
と
な
っ
た
』

と
し
て
、

H
・4
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
述
合
か
ら

位
脱
功
労
金
賞
を
受
賞
し
た
黒
坂
さ
ん
は
、

明
治
三
十
六
年
卜
一
灯
二
十
七
H
生
ま
れ

の
現
在
八
十
九
歳
e

七
十
八
歳
の
と
き
に

町
内
で
は
第
一
号
の
県
の
公
認
審
判
員
資

格
を
取
得
し
て
以
来
、
町
ゲ

l
ト
ボ

l
ル

協
会
の
設
立
や
普
及
活
動
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
大
会
運
営
な
ど
に
力
を
住
い
で
き

ま
し
た
。

現
在
、
町
内
に
は
約
三
百
名
の
ゲ

l
ト

ポ
ー
ル
愛
川
町
布
が
い
ま
す
が
、
黒
板
さ
ん

は
そ
の

n
元
瓦
々
的
な
作
在
。
現
役
を
追

い
た
と
は
い
え
、
今
で
も
し
入
会
山
地
営
や
競

技
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ボ
め
ら
れ

る
こ
と
ら
よ
く
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
め
魅
力
は
、
体
力
を

要
し
な
い
高
齢
者
向
き
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
な
が
ら
も
、
急
激
に
変
化
す
る
ゲ
ー
ム

展
開
と
勝
利
を
争
う
競
肢
牲
に
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
」

も
う
す
ぐ
九
十
歳
を
迎
え
る
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
若
々
し
き
。
「
学
存
が
私
の

人
生
の
大
き
な
区
切
り
。
家
放
や
人
に
世

話
を
か
け
ず
、
元
気
で
い
る
こ
と
を
感
謝

す
る
毎
H
」
と
話
す
黒
板
さ
ん
。
「
今
回
の

受
賞
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
今
後

も
少
し
で
も
社
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
平

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

物

一因
包
囲
包
囲

i
iふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

，‘、

。

‘dF
、
，‘h

’

長
崎

北
海
道
の
悩
ぬ
町
で
す
。

桜
山
半
ぬ
の
先
端
、
津
粍
海
峡
に

出
し
た
町
で
、
人
H
は
約
八
千
瓦

TN
人
。
償
制

「千
代
の
ん
前
十

L

」
の

山
身
地
と
し
て
有
名
な
ほ
か
、

H
H

岨
ト
ン
ネ
ル
の
北
海
道
側
で
故
初

の
駅
「
古
附
海
底
駅
」
の
あ
る
町

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
出

あ
り
山
あ
り
の
町
で
、
朝
日

町
と
ど
こ
と
な
く
似
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

l
l朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
？

長
崎

明
日
町
へ
米
て
ま
る

七
年
。
長
初
は
こ
ち
ら
の
ト
均

一
古
に
戸
惑
い
も
し
ま
し
た
が
、

A
ー
で
は
も
う
す
っ
か
リ
慣
れ

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

北
海
道
福
島
町

桜

町長

崎

真
由

美
さ
ん

ま
し
た
。
現
作

『
フ
ロ
ー
ラ
ル

・

サ
プ
ラ
イ
』
と
い
う
花
屋
さ
ん
に

勤
務
。
花
に
固
ま
れ
、
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

の
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
も
所

属
し
、
週
に

一
回
は
総
合
体
育
館

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
『
実
‘
い

と
こ
ろ
の
人
は
心
が
温
か
い
』
と

い
い
ま
す
が
、
明
日
の
人
は
ま
さ

に
そ
の
と
お
り
。
多
く
の
優
し
い

む
々
に
め
ぐ
り
あ
い
ま
し
た
。

｜
｜
朝
日
町
に
望
む
ニ
と
は
？

長
崎

昨
年
の
秋
に
結
婚
し
た
ば

か
り
で
、

町
に
対
す
る
特
別
な
安

川
町
五
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
広
明
い
人
た

ち
の
流
出
を
止
め
る
う
え
で
も
、

企
業
の
誘
致
な
ど
に
力
を
入
れ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

瓜

笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス

こ
の
森
、
J

A
に
枕
峨
ε

現

ι

八
号
線
治
い
の
ス
タ
ン
ド
で
働
い

て
い
ま
す
ω

給
油
を
問
遣
え
る
な

ど
失
敗
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が

や
さ
し
い
先
輩
に
閉
ま
れ
、
仕
事

に
ら
附
札
て
き
ま
し
た
川
る
い

実
凱
と
テ
キ
パ
キ
し
た
動
作
、
お

存
械
が
望
む
以
上
め
サ
ー
ビ
ス
を

心
が
け
て
い
ま
す

趣
味
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
ド
ラ

イ
ブ
休
み
の
け
に
は
収
入
と
口

物
や
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ウ
ス
へ
行
っ
た

り
も
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
A
ーは

仕
事
中
心
の
生
活
夏
休
み
の
計

画
も
こ
れ
か
ら
立
て
る
子
忘
で
す
、

当
山
内

u
mは
、
お
令
を
貯
め

て
い
い
い地
を
間
入
す
る
こ
と
、
そ

れ
に
、
や
さ
し
く
て
き
れ
い
な
ガ

ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
で
き
れ
ば
言
う

’｝
と
な
し
で
す
ね
。

主語、に生き，長楽に究す・・・人！ま心痛の係のある時には制して生命を糾うと努力するが．安泰iこpt勺ていると・L・b＇ゆるん で忠わぬ死を進
げるニとがあるc

ポ三勢

仁さん（腕骨 18簸）
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iーの欠点は．なかなか純＇fl ：ます。

e！ 己ぱあ ｜出う
平；0 、げ Jプてさ広
成 ： 4 広た字をい点報
民 ； ） 報い主募た」係
正；へ係」定集だので；

ご（人＇.＇＂；しけ各は
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月 ；報役お「い人｜ぶ
号 ；を場ら出まや ナ れ。：。内れし莞ク｜愛 j

線れて ルにこ

よ〈射る者はよ〈防ぐ・0・・・1文惣することに上手な苔：二噌 防御：二Ltえずる Lのであるというニと＆
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A. WAT A RU(l4) 

｜町長めひとりごと

~ 

企アサヒサミット（74)

ふω 切 U/L?
え崎町《、tう費？革、、酔干ヲイり

T帯。雪更は。可愛tdt い、1:1:ヘ、1刈s•
加可押＂－＇ヘ

時rIも去しい＂＇~！世記、品、，.，＿

＠随時5

A.K・T(l5) 

">' ~帯~t曹可

企鈴影聖樹(13)

~· 
つ

（
だ
い
じ
な
も
の
）
（2
歳
児
）

（
手
洗
い
を
し
て
い
て
）

何
ちゃん
「
先
生
、
ぞ
れ
何
ク
」

保
母
「
指
輪
よ
」

何
ちゃん
「
ぞ
れ
、
ろ
ょ
う
だ
い
」

保
母
「
こ
れ
、
先
生
の
だ
い
じ
、

だ
い
じ
」

保
母
「
何
ち
ゃ
ん
、
タ
オ
ル
貸
し

て
く
れ
な
い
？
」

何
ちゃん
（
タ
オ
ル
を
抱
き
か
か
え
て
）

「
M
ち
ゃ
ん
の
だ
い
じ
、
だ

い
じ
」

企雪（｜時

（
め
や
に
〕

K
ちゃん
「
み
や
げ
出
て
き
た
」

保
母
「
み
や
げ
で
よ
か
っ
た
ね
」

K
ちゃん
つ
つ
ん
」

保
母
「
そ
れ
じ
ゃ
、

、
つ
ね
」

（

2
簸
兜
）

（
パ
ッ
ク
と
パ
ッ
ク
）
（3
書ん｝

（
保
母
が
遊
戯
室
へ
向
か
う
と
、

め
や
に
ふ
こ

戸 ：~~

/VI ,-.... 
2給

いちうが乞食
がやがに人時
」 つゃな来問

たつるた中
らそがらの
人ね人、お
見 。見しし
ず私ずやや
じねっベベ
や、てらり
なう言ん）

楽（;t舎の法書（;I:柔の議 －楽L:t抗生むもととなり，苦！；｝.楽を生むもと となるという こと。楽をすると，あとで苦を味わうこととな＇），告を

忍べIfあとで楽ができる，

廊
下
に
並
ん
で
い
た
手
供
た
ち
が

い
っ
し
ょ
に
つ
い
て
き
て
し
ま
い

ま
し
た
）

保
母
「
ま
だ
並
ん
で
待
っ
て
い
て

ね
。
も
と
の
所
へ
パ
ッ
ク
、

パ
ッ
ク
」

保
母
（
パ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
が
難

し
い
と
丸
付
き
）

「ア
レ
／

み
ん
な
パ
ッ
ク
つ
で
ど
ん
な

こ
と
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ね
」

A
〈ん

「知
っ
て
る
よ
。
パ
ッ
ク
っ

て
カ
バ
ン
の
こ
と
だ
よ
」

〔
ひ
と
み
す
）
（3
歳
児
）

企 K0 NAT SU (15) 

A稲荷智子（5)

＼ 

... E・T(8)

梅雨明けはいつ？ 暑さを

感じることがな く， 長雨のた

めに稲や野菜，果樹などにも

＝影響が出てくるようです。

本の気候は，泰夏秋冬それぞ

れの季節感があるのが特徴。

暑いときには冷たいものを，

寒いときにはl暖かいものを口

にする。服装にしても同じよ

うなことヵ、言えると思います。

ところで，先日の北海道

での地震。当町でも津波警報

を受けて消防団を中心に警戒

にあたりましたが，被害がな

くホッとしています。被災地

の方々には町として見舞金を

送りました。大変苦しいかと

は思いますが，何とか立ち上

がってほ しいとl蝋っています。

朝日前子ども議会が6月14

日

日に開会されました。国］政の

仕組みゃ仕事について学んで

もらうとともに，こどもたち

（小学校 5.6年生）の視点

から行政への意見，提言をし

てもらおうと実施したもので

す。広く町政について学習し

たうえで質問事項などをまと
事 ，，，c /) 

企蘭丸（？）

。
お
人

広
報
ク
イ
ズ

⑮

〔
問
題
〕

①
6
月
定
例
議
会
の
代
表

・

問
の
件
数
は
？

＠
6
件
⑮
日
一
件
。
幻
一
件

②
糾
U
問

f
ど
も
議
会
の
議
対
の
数

＋AF
？
 

＠
出
入
⑮
加
入
。
幻
人

③
初
回
附
股
業
会
い
民
会
の
委
い
川
の
数

日

比

λ
時

4

－
命
保
川
q
M
7
b

ィ、思議な道程。男E照だけでは説明しきれない不思議な現象や出米ギe

み
ao
？
。

③
げ
人
⑮
犯
人

〔
応
募
方
法
）

交
は
が
き
に
答
え
の
記
ロ
ワ
、

UU所、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
8
月
日
目
ま

で
（
当
日
消
印
布
効
）
に
樹
同
町
役

場
総
務
課
付
加
害
広
報
係
（
干
側
l
mw

胡
H
問
迫
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ

l
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
む

会
前
固
め
当
選
者
は
、
昇
さ
ん
‘
州剛

九
さ
ん
、
チ

ョ
コ
バ
フ
ェ
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
。
（

F
M併
は
①
｜
⑮
、

②
｜
。
、
③

｜

③

泣
池
小
、
正
解

は
問
泌
）

め，10月上旬に本会議を聞く

予定です。皆さんの傍聴をお

待ちしております。

きて，「豊かでi舌力あふれる

郷土帆あさひ。実現」のため．

今年も東奔西走のH寺期（平成

6年度国 ・県予算に対する重

要要望）がやってきました。

県内では感じられない磐ーさの

中，この夏もがんばっていま

す。

理外の翠…・・普通の道理や常識ではjclj能rrのつかない，

(7HHHI記）

－
平
成

5
年
8
月
号
⑪
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平

成

5
年

7
円
円

H
の
任
期
尚

了
に
作
い
、
制

H
町
内
股
業
委
只
会

の
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

安
門
以
は
、
町
長
が
出
業
協
同
組

合
及
び
共
済
組
合
並
び
に
町
議
会

か
ら
推
せ
ん
を
受
け
て
選
任
し
た

委

μ
5名
と
、
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
妥
員
げ
名
の
あ
わ
せ
て
灼
一

名
e

こ
の
た
び
、
新
た
に
次
の
み

な
さ
ん
が
委
員
に
選
刑
さ
れ
ま
し

た
。

〆＼ ／＼ ノ＼ ノヘ

オ£ iE'..1 m：富境
三 v 川崎〉
;111 v 

II汀

折＊大
谷島平

｜略行敏
夫雄夫

h
u
n

・，’川
J

a－－
e
側主

千
柳
二
区

〈．
h
筒
庄
〉

月

山

A

押
劉

t，
同
盟
F

H
刑
判

〈
南
保
v

越町
南
保

蛭
谷

〈
山
崎
〉

辻
岩
崎

越山
崎
新

殿
町

〈
大
家
店
〉

大
家
店

三
校
時

償
水

金
山

下
野

年
出
付
札
口
久
雄

千

坂

界

，•｛ 篠篠 pLj
ff 1-H 出 LII 

長勝 )J券
｜｜崎町 l以

赤

川

幹

治

安

達

忠

明

水
野
品
一之

制

鹿

熊

正

一

藤 fJト

困 j保

‘，
P
ち
母
音
鮮
日
掛

志
謝
状

…

納
8
禽
索
開
晶
4
H
肌
式
会
刊紙
及

、骨

：

安

A
H
p
t
f
L
R世
絵

ゐ
2

6

v

づ
量
・
ー
ち
づ
く

q
由
維
進
ド
M
F
h
ら
れ
そ
の
話

J
L日

索
持
明
日一
s
t
Eれ
時
間
宮
市
J
1
ゐ
う
正

す

凶

笈
7

よ
。て
A
ち
イ
く
う
月
間
ド
ゐ
b
hq

－4

そ
主
小
銃
を
れ
れ
A
X格
〈
直
感
謝
♂
念

h
q

ん

叫

求
L
正
す

掛

ミ

ぞ
A
’

Z
A内

az－
－

m

曲

、d

n
i
g
家

…

Y
F
J
a
－F
L
M
ζ
R
P
A
v
a
L町鳴

$≪！＇； ＇＆.＇拡 i<'.烹

～‘ ~ 
~ 
由

＇~ 

むし歯1本もなし／医療の現場から

「歯の健康児」を表彰
保育所・学校の虫歯横~でむし歯の怠かった次の皆さん82名ガ

町から表彰されましだ。

見

、

久

6
川
お
円
、
東
京
の

A
B
C会

館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
．
4
成

5

年
度
ま
ち
づ
く
り
月
間
建
設
大
臣

表
彰
式
に
お
い
て
、
朝
日
商
業
開

発
株
式
会
社
が
ま
ち
づ
く
り
功
労

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
問
年
か
ら
町
・尚

L
会
を
中
心
に
踊
業
近
代
化
計
幽

を
立
案
し
、
特
定
尚
業
集
仙
川
幣
備

や
業
を
推
進
、
商
業
集
積
と
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
提
供
に

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
氏
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

－
保
育
所

（
き
く
釧

）
初
心
引

境

水
い
川
悠
、
伊
川
勝
健

一

宮

崎

嘉
義
春
菜

泊

東

部

品

端

能

羅
、
木
村
智
成
、
東

崎
領
子
、

氷
見
明
代
、
大
友
綾
花
、
大
村
知

英

泊

中

部

佐
渡
一
輝
、
寺
田

健
治
、
近
江
南
道
、
令
森
達
也
、

魚
津
硝
、

法
野
佑

衣
、
藤
線
南

J

十

泊
南
部

岡
正
人
、
柚
木
法
制
、

中
山
附
来

桜

町

河
村
英
伸
、

神
永
ま
り
、
長
井
江
主
「

南

保

谷
仙
祐
、
小
作
知
川
、
小
林
健
太

小

川

長

崎

光

山

崎

法
違
附

械
、

広

瀬
拓
也
、
民
出
桁
介
、
常

訂
裕
大

大

家

圧

中
島
消
、
西

品

竜
也
、
高
松
成
英
、

有
国
康
平

前
回
亜
希

－
小
学
校

（
6
年
生
）
幻
名

境

水
山

陽

介

泊

藤
削
洋

問
、
八
木
佑
治
、
中
易
治
希
、

丸

岡
大
助
、
山
田
裕

一
、
州市
原
飛
鳥

嶋

美
紀
、
平
野
眺

イ

五
箇
庄

新
出
仲
代
、
折
一
戸
総
美

南

保

あ

同~ t
柳3き

病
院

幹？自
医科
師

一鵬
ド

支
け

管
mu

気

庭
児
↓

故近，子供の疾忠で明えて

いるのが気管支目指，I~.です。今

回， 家庭でできるケアについ

てお話します。

哨店、の80%以上は吸入性ア

川 h’fi広
瀬水；金

農
業
委
員
会
は
、
辺
名
の
委
封

と
事
務
局
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
業
委
円
以
は
、
政
地
の
移
動
や

転

用
、

利
用
の
調
整
な
ど
の
業
務

を
行
い
、
許
呼
な
ど
は
総
会
を
開

い
て
決
定
し
ま
す
。

農
地
に
つ
い
て
疑
問
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
農
業
委
只
や
予
務
局
（
役

場

農
林
水
産
課
内
）
へ
お
吋
ね
く

だ
さ
い
。T

C隻－
p
pさ

zu

字
国
幸
崎
、
江
淵
正
樹
、
清
水
さ

や
か

山

崎

安
達
辰
徳
、
大
井

市
也
、
加
均

H
光
次
、
七
謀
略
英
、

水

U
杭

チ

大
家

庄

山
崎
附
ぷ

．わ
井

陥

f

－
中
学
校

（
3
年
生
）
お
名

大
．
十
毛
祐
、
川
原
英
樹
、

向
a品

梢
明
、
水
島
正
貴
、
間
部
知
〆
寸
、

新
田
雄
樹
、
折
谷
春
佳
、

折
谷

催

子
、
谷
勇
一
、
南
保
俊
輔
、

松
本

隆

芳
、
山
千
智
勝
、
大
村
智
里
、

大
島
辰
雄
、
南
部
洋

一
、
梅
沢
諭

菊
地
大
、
水
島
出
、
祈
パ
部
歩
、
大

村
和
也
、

大
井
俊
介
、
久
保
山
勝

判
、
長
谷
川
剛
、
古

阿
附
、

トし
肝

さ
と
み
、
笹
川
梨
佳

レルゲンでおこり，特にハウ

スダストとその中に含まれる

ダニが原肉です。その点て二

室内の環境戦備が非常に問題

です。常に日当たりと風通し

をよくし，室内をまめに掃除

し，特に布団は干すだけでな

く，仰｜除機をかけることをお

すすめします。ノズルを伴え，

－
農
業
委
員
決
ま
る

＠

守科－ 鍬
照夫栄夫

光
雄正 J:1R

古
什
弘

J長
)q) 

~－I. ',•.: ..〆会rx. i11. 

新
川
地
区
中
学
校
選
手
織
大
会

（
凶
休
悩
勝
｝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

m
f．

£
辺
、
陸
上
（
例
人
優
勝
）
・
柔
道
男

，f
日
は
級
水
野
泰
正
、
邸
同
級
凶
品

川ボ
的
、
刊

mk
級
川
以
英
樹
、
－
K
，
十
泣

い
時
級
北
山
ハ
代
、
日
比
級
河
端
裕
美
、

同
仰
は
超
級
制
哨
内
純
杏

・
陸
上
男
手
側

M
後
必
友
宏
、
1
5
0
0
M
井
武
説
、

棒
高
跳
凹
中
字
明
、
三
純
妓
妓
A
松

本
降
券
、
三
純
競
技

B
大
官
康
夫

・

階
上
女
チ

1
5
0
0
M
林
亜
紀
了
、

削
M
ハ
ー
ド
ル
折
谷
春
佳

第
刊
回
郡
民
体
育
大
会
（
優
勝
の
み
）

＠

一
般
の
部
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
家
庭

何
人

（的
ク
ラ
ブ
）

V
テ
ニ
ス
女

f

（初

H
A
）
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男

f

シ
ン
ク
ル
ス

｛
長
崎
氏
弘
）
男

f
ダ

ブ
ル
ス

（
長
崎
氏
弘

・
航
聞
記
ん
｝

女
チ
総
合
（
刺
口
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
｝
女

f
シ
ン
グ
ル
ス
（
木
嶋
凶

足
）
久

f
タ
プ
ル
ス

｛
水
町
川
良

・

折
谷
以
り
）
V
中
球
閉
山
，
T
2部

（佐

川
正
秋
）
女
子

2
部

（
川
上
下
森
）

V
ビ
ー
チ
ポ

l
ル
列

f
Aク
ラ
ス
｛汀

組
）
C
ク
ラ
ス

（大
家
陀
ピ
ー
チ
ボ

ー
ル
愛
好
会
）

D
ク
ラ
ス
（
い
い
ち

こ
A
）
久
f
A
ク
ラ
ス
（
大
家
正
ヤ

ン
ク
ス
マ
イ
ル
）

C
ク
ラ
ス
（
大
・
一
家

庄
ニ
ュ
ー
ス
マ
イ
ル

）
D
ク
ラ
ス
（
大

家
出
ス
マ
イ
ル
A
）

＠
中
学
の
部

〈同
体
v

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男

f
、パ

ス
ケ
γ
ト
ボ

l
ル剛

h
f－

k
f、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン

k
f‘
サ

，

カ
1
、
采
道
、
制
道
凶
引

f
‘
陸
卜
男

子

－
K
J寸
、
総
人
口

〈
個
人
〉

V
剣
迅

第
日
回
朝
日
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

－
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
部

l
位
近
江

川
治
、

2
位
松
合
実
h
UU

3

杭
梅
津

勝

・
新
へ
リ
ア
の
部

l
位
水
島

教
人

2
位
中
島
繁

3
位
堀

一
緋

ニ

・
グ
ロ
ス
の
都

l
位
沢
本
喜

・八

2
位
水
島
幹
緒

3
位
古
向
島
勉

囚
ェ
国
大
会
等
出
場
色

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・

体

ト
ム
大
山
川
有
紀
Jf
（
桜
井
）

・
采
迫
同

川
俊
正

（小
杉
）
テ
ニ
ス
治
水
大
ぶ

郎

（υ
い川
阿
部

二

パ
ス
ケ

ヴ
ト
ポ
ー

ル
女
子
川
谷
間

f
（池
谷
山
山
｝

全
国
－高
等
学
校
定
時
制
総
合
体
育
大

会
・

股
上
伊
勢
谷
副
長
、斎
木
併
子
、

萩
似
u
m
代
、
大
橋
底
下
、
村
山
直
子
、

福
原
克

f
・
負
球
原
附
英

会
日
本
女
子
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会

位
比
級
小
林
芳

全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

一
以
ウ
ー
マ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一

一
’K
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
町
子
選
会

一

日
時

8
け
H
H
ω
午
後
7
時

muH

日嗣 2分ないし 3分間を目安

にしてくださ b、。防ダニカバ

ーの布効性もh止近＂;-j・われてい

ます。

また，尖際に発作が起こっ

たら楽な姿勢で安静を保ち，

指示された薬を服用し水分を

充分にと ってください。また，

剛山に
J

（・火山林
洋
平
）
V
采
泊
円
引
い
明
級
｛
政

削

一
徳
）
日
同
級
（
水
野
い
が
．P
）
的

均
級
（
西
山
川
栄
村川
）
時
同
級
（
川
川
町

英
樹
）
超
級

（
山

m此
咽ご

V
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女

f
シ
ン
グ
ル
ス
（
安
述

理
前
中
）
V
除
上
男
子
3
年

1
5
0
0

M
（
井
武
彦
）

川

M
ハ
ー
ド
ル
｛
谷

和市
H
ん
）
3
年
州

M
リ
レ
｜

（
松
本

・

大
山
u
・
水
向

・
後
必
）
悼
し出向銚

（
川

中
孝
明
）
走
幅
跳
（
大
川
目
康
夫
）
走

高
跳
（
松
本
時
舟
）
他
九
投
（
松
本

時
弁
）

女
チ
2
年
削

M
（
川
久
保
芙

時
）

l
年
制

M

（符
川
泉
）
2
年
脚

M

（末
上
点
紀

f
｝
削

M
ハ
ー
ド

ル

｛折
谷
作
保
｝

l

・
2
年
棚

M
リ
レ

｜（
佐
々
木
・川
久
保
・符
川
・守
叫
）

3
年
制

M
リ
レ

1
（
折
谷

・
泊
分

・

水
山
川

・
山
本
｝
l
年
心
。
州
跳
（
稲
山

郎
訂
骨
子
）
2
・
3
年
中
店
内
跳

（
山
本

川
九
世
｝
l
年
胞
札
批

（陥
仰
即
日
以
チ
｝

2
・
7
J

午
山
九
川
M
4
．小
』
崎
小
ゎ
伏
見
－

新
川
地
区
少
年
剣
道
錬
成
大
会

（’
h

町
民
総
合
体
有
航

）

－
mN・f
川
体

3
佐
川
別
け
剣
道
ス
ホ
｜

ツ
少
年
間

・
女
ノ
寸
団
体
3
杭
制

H
町

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
A
－
川
力
子
個

人
l
杭
K
Hi
小
必

2
佐
水
野
健
太
郎

新
川
，フ
ロ
ッ
ク
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
大
会

（
九
宇
奈
月
小
中
学
校
）
使
勝
の
み

・
男

f
Cク
ラ
ス

｛
削
必
以
卜
）
ブ

ル
ボ
ン

・
女

f
八
ク
ラ
ス

（
円
歳
以

上
）
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ
ル

C
ク
ラ
ス

｛

ωぷ
以
上
）
大
山
本
山

ニ
ム

｜
ス
マ

イ
ル

A

O
ク
ラ
ス
（
別
政
以
上
）

犬
家
庄
ス
マ
イ
ル

会
場

側
H
小
川ρ
校
体
行
前

種
目

フ
レ

ヅ
シ
A

テ
ニ
ス
、

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

申
込
み

・
閉
会
せ

ソ
フ

教
育
委
貝
会
へ

第
7
回
全
国
勤い
q
H

者

「
釜
石
駅
伝
」
町
予
選
会

日
月

M
H
m
に
友
好
都
市
の
岩
手

県
釜
石
市
で
聞
か
れ
る
部

7
回
全
凶

勤
労
お
「
釜
石
駅
伝
」
の
選
手
選
々

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

8
川

m
H川
午
H

川
9
時
か
ら

人
許
町
出
動
公
川
附
卜
続
技

日
時

会
場

”
旬

＆
E

，
 

距
離

別，
r
4
M
k
f
2
M

年
齢
区
分

・
剛
山
子
お
歳
以
上
－

的
政

以
上

－

m歳
以
上

・
日
歳
以
上
の
部

・
女
千
お
歳
以
上
の
部

教
育
委
員
会
へ
。

開
会
せ

文化体行センター

( flifii；、j他。没｜．ポのた

め．総合体行自立．グラ

ンドを千IJJIJさtlるは〉

介は.H•i！釘nil災fl!I] の

flli !U • l i.J誌に草i－.•ドされ

るようお原fi~ 、します、

排妓や版式呼吸も効果的でhあ

I），普段から身につけておく

とよいでしょう。

いずれにしても，適切なア

レルギー検先，適切な治療は

たいへんff（要となってきます。

最近では．みちゃんの哨息も

j判えてきていますので．外来

’受診の目安などを含めて，主

的｜抵の先とl=.によく 相談してみ

ましょう。

－
平
成

5
年
8
月
号

＠

瑠璃の光も磨 きゲ ら……淑1高が美しいのむよく l会くからてある ． 人1：司法いくらよ買があって L 司 錬磨 ・ 修事~を f~ まなければぷ派な人Uilにはなll
ないというたとえ．

連！！の契り…・ハリj女グ｝fqlの泳法にむつまヒ〈変わらないとい守約束：



＠ 朝日町社会福祉 協議会C;t,

皆さんと共に地域の福祉 向

上 を目指す福祉団体 です。

・場所

羽田町福祉センター内

ft83-0576 

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
で
ふ
れ
あ
い
の
輸

｜
｜
福
祉
団
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

2
5
0人
｜
｜

第
日
凶
朝
日
町
一
制
祉
団
体
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が

6
月
幻
日
、
教
育
文

一
化
会
館
体
育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
こ
の
ム
穴
会
に
は
、

高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
ポ
ス
タ
ー
－
ス
ロ
ー
ガ
ン

f
u一山
に
え
が
け
大
き
く
君
の

背
春
』
を
ス
ロ

ー
ガ

ン
に
来
年
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
の
ポ
ス
タ
ー
図
案

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
生
お
よ
び
高
校

応
募
資
格

平成5Sf. 8月介

くらしの情報室

ホット求人情報

今
年
も
児
童

ク
ラ
ブ
や
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
、

の
一
耐
社
団
体
に
加

入
し
て
い
る
子
供

た
ち
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約
2
5
0

人
の
皆
さ
ん
が
参

加
。

3
つ
め
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て

「
ア
ベ
ッ
ク
キ

ッ

ク
」
や
「
輪

っ
こ

ノ
＼
ノ
＼
ハ
ソ
」

は
ス
イ
カ
の
当
た

り
年
」
な
ど
口
組

目
に
ハ
ヴ
ス
ル
プ

レ
ー
を
反
問
す
る

な
ど
、
き
わ
や
か

に
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
い仏
げ
ま
し
た
。

9
け
7
日

ω必
泊

「
今
年

川
，h川
j

l

l

 

合 r求人情報一覧表Jもご利用下さい.（商工銭光線力ウンターに展示）

合 くわしいニとは． 魚濠公共事監事聴安定所朝日分~ ft82-0198へお飼い合わせくださいe

寝たきり老人

ゼロキャラパン・

シルバー巡回相

談会のおしらせ

8
月

6
日
制
午
後
l
時
か
ら
4

時
ま
で
、
ふめ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
ア
ゼ
り
ア
」
で

J
U似
た

き
り
主
人
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン

・
シ

ル
バ
ー
巡
凶
相
談
会
H

が
開
催
さ

れ
ま
す
。

九
日
間
齢
化
が
急
辿
に
進
む
な
か
で
、

縦
た
き
リ
に
な
ら
な
い

た
め
に
、

ホ
ー
ル

ま
た

寝
た
き
り
に
な
っ
た
場
合

に
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
。

応
募
先

朝
日
間
教
育
委
員
会
H

6
全
国
高
校
総
体
朝
日
町
実
行
委

員
会
（
〒
蜘

l
m朝
日
町
道
、
1
1

1
3
3）

 

問
合
せ

作
品
の
ぷ
一
昨
な
ど
詳
し

い
こ
と
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

ふ
る
さ
と
川
魚

つ
か
み
ど
り
大
会

制
日
町
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

刺
臼
内
水
耐
漁
業
協
同
組
合
で
は

今
年
も
次
の
と
お
り
川
魚
の
つ
か

み
ど
り
大
会
を
聞
き
ま
す
。
当
日

は
ア
ユ
や

ニ
ジ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
な

ど
を
数
多
く
放
流
し
ま
す
。
ご
家

紋
そ
ろ

っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
H
8
日
制
午
前
日
時
か

ら
日
時
却
分
ま
で

場
所

拡
町
小
川
橋
詰

参
加
費

無
料

ふ
る
さ
と
講
演
会

日
時

8
月

M
日

ω午
後

2
時
か

ら

3
時
却
分
ま
て

場
所

生
抵
学
科
鯨
（
束
車
針
）

講
師

林
伝

一
郎
氏

（
朝
日
間
三

枚
橋
出
身、

工
福
井
県
半
約
一期
大

。 朝日目T善意銀行

月11iヨー 7月10臼｝

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

1,000向

。と〈名さんからアルミ缶四

収の収主主｛17: 500円

。福山県移動商業組合さんか

ら 10,000円

。花房 小山秋次さんから亡

妻きくさんが生前お世話に

なったお札として

200,000円

とく名さんから

10,000円

ありがとう

A) 

O荒川 3す目 本田千代んさ

んから l円玉硬貨

当
日
は
、
介
護
の
実
技
や
リ
ハ
ビ

リ
の
方
法
を
は
じ
め
、
弁
議
士
に

国際νロヲテミスド富山一東か5、
老〈福祉包シター｜ご力ラーテレビ

7片2日，凶際、ノロプチミスト 山llJ一束

(I鳴河みどリ会長）め第2回チャ リテイゴル

フコンペが聞かれ，主人福松センターに大

型カラーテレビが寄贈されました。

テレビは｜叶センタ一大広間に前かれ．利

用者の持さんに大変必ばれています。

学
学
長
、
現
在
フ

リ

l
ラ
イ
タ
ー
）

演
題

「
時
と
頭
と
心
の
体
操
」

入
場
は
無
料
で
す
。
そ
ろ

っ
て

ご
米
場
く
だ
さ
い
。

関
西
電
力
ク
口
ヨ
ン
叩
周
年
記
念

「
黒
部
の
太
陽
」
上
映
会

日
時

8
月
辺
日
制
午
後
l
時
初

分
か
ら

5
時
ま
で

場
所

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー

ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

内
容

ク
ロ
ヨ
ン
建
設
を
題
材
に

し
た
映
州

「
川県
加
の
太
脇
」
の
よ

映

（
入
場
無
料
）

問
合
せ

関
西
屯
力
黒
部
川
市
也
力

所

（
宮
臼
1
1
5
6
0
｝

へ
。

「
雪
ん
子
劇
団
」

夏
の
朝
日
公
演

背
少
年
の
心
的
V

か
な
成
長
を
願

い
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
に

「
雪
ん
子
劇
同
」
の
公
出

か
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

8
月
お
日
附
午
後
6
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」

対
象

子
供
か
ら
大
人
ま
で

入
場
料

5
0
0
刊

問
合
せ

教
育
委
民
会
初
会
数
育

係

（
宮
役
場
内
線

3
0
4
）
へ
。

。宮崎

よ
る
困
り
ご
と
相
談
な
ど
も
行
わ

気
較
に
ご
米
場
く
だ
さ

補いれ
全11:詐 。ま
協しす
議し、
ぷ誌 、
;c,: ,,:... 

へと
おに
間っ

令て
イfは

差立0 :r. 

同

明
会
員
加
入
閣
閏

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す

附
社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
心
々

か
ら
加
入
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
ε

深
松
久
子
、
松
念
悦
子
、
東
と

め
、
抗
川
九
千
、
－
一
杉
ハ

ル
ヱ

、

魚
沖
道
子
、
大
谷
氏

f
、

子
、
田
中
民
子
、

口
品
v
k

寺
西
モ
ト
エ
、

．．
 
，咽
『．，，
r

・盲a
・人十十十ム
ド、

－

J
Z
i
 

aEL

r
EE－
－4
e
l
J
MMM 

氷

見

み

さ

、

山

口

み

〈プ
、
ト1
1
り

υ
げトい＼
、
H
1
1
η
川
川
ド

L
、

・．t

、〈

J
l
，l白
日
間
斗
ノ

ギ
’
v
b
n同
L
1

l
L

洋
一
維
、
長
津
愛
子
、
仙
名
み
よ
、

仙
名
久

一
、
仙
名
百
合
子
、
長
津

よ
し
え
、

一以
山
い
よ
い
、
．
k
山
川
美

川
上
舵
夫
、
川
上
恵
美
イ

倒
人
お
名
、
お
日

中什
）｜年｜金｜だ｜ょ｜り｜φ年金は世代と世代の

助け合いの仕組みです。

以
上

（
7
月
刊
日
現

生（盲学校、ろう竿校、養護

学校の中学部・高等部の生徒

を含む）

応募方法作品は未発表のも

ので、ポスター、スローガン

とも一人2点以内。学校名、

学年、氏名、性別および簡単

な説明を記入したうえ、学校

で取りまとめのうえ送付して

ください。

応募締切り

援E里
年齢 賃 金 性5)1]

意志柴場所 採用 免資絡経験
番号

求人職種
内 休 日 人数 許等

18才～ 120,000-
男

朝日町桜町
3 

不問
ボデ一線立工

45才 180,000 日祝，第2,4土曜 不問

2 20才～ 200,000～ 
男

朝日町一枚橋
2 専土木門縫学工管科理者土木施工管E里者

45才 270,000 日祝．会社指定日

3 20；才～ 180,000-
男

朝日町一枚機
2 

不問
還 車S 手

50才 260,000 日祝，会社指定日 大型又1：小型
18才～ 185,000-

男
朝日町一枚機

2 1母校通卒業4 工程管理責任者
40才 215,000 自他， 4週 1休 普免許

5 20才一 194,000-
勢

朝 日町道下
3 不普問通免許配管工及び見習

40才 280,000 自他，会社指定日

6 40才～ 170,000～ 
男

朝 日町横尾 不問
コース管理作業

45才 220,000 日：祝， 4週 5休 作業経験者

7 18才～ 141,600～ 
女

朝日町東草野
5 

不問i選 別結束 工
55才 144,000 日祝，月 I@I土曜 なし

8 ロ 18才～ 125,000～ 
女

朝日町泊
3 

不問
県民 売 輿 40才 185,000 会社指定日 不問

9 30才一 200,000～ 
女

朝日町湯の瀬
5 

局絞卒業程度
接客業務

50才 240,000 会社指定日

10 18才～ 120,000～ 。女
朝 日町金山

3 パン製造 工
30才 250,00 火他． 4遇 6休

βh1t%ぃょ三4月号生1
q 勺Z金

腎rP 
－
平
成

5
年
8
月
号

＠

鹿鳴の主 "t＇凶鹿児 州i県の冶支笠朗氏鍛！こ ｛~絡して Yil；に iふ人のために ． その罰；県の悶が附いた Hrf1)1眼。 ニの時、 了副主」の勺ト維 －
~~ U.！むの詩を：立ったと 二 ろからいう。も：とて ． 実容を L てなすi商事5をいう 。

役場住民謀住民年金係 （宮役場内線110）へお気’椛にどうぞ。

笑って策した者なし……いつもにこやかにLている人！ふ他人から愛され宇品iをj'{j< ＇利均ともなり．決して般をするようなことはなL、r

※年金についてのお問い介わせは、



フ ジ
l二，守7

こ三J¥

毛云ミイ
地テワ
球イイ
堂 八Jレ
会jレド
¥ ・93 ~ 

自
然
の
焼
損
や
す
ば
ら
し
さ
を

テ
ー

マ
に
、
野
生
動
川
和
物
の
映
像

を
集
め
た
映
耐
町
民
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
を
雌
り
こ

ん
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

日
時

8
月
刊
日

ωか
ら

n円
川

ま
で

場
所

県
民
公
凶
太
間
山
ラ
ン
ド

「 ふるさと美術館 ｜ 

からのお知らせ」

「ふるさと美術館友の会」会員募集グ

一一年会費1.000円で数々の特典

あなだも入会してみませんか一一

愛
の
献
血

協
力
者
名

（
6
月
実
施
分
）
合
印

は
州
川
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
川
献
血
者
）

境
地
区
合
水
島
根
、

※
水
島
明
香

水
島
勝
義

宮
崎
地
区
※
水
島
孝

夫
、
水
山
英
夫
、
リ
秘
義
防

f

笹
川
地
区
会
折
谷
茂
雄
食
長
井
大

岳
、
小
林
香
代
子
、
寺
田
あ
ゆ
み

泊
地
区
会
尾
崎
悩
会
安
達
弘
美
人
M

木
山
川
和
千
人
M

小
川
間
食
川
久
保
稔

入
場
は
無
料
c

問
い
合
わ
せ
は

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
事
務
局

（
包

0
7
6
4
n
お
1
1
2
0
9）

へ
。工

キ
ス
ポ
と
や
ま
博
1
周
年

J
E
T記
念
フ
ェ
ス
タ

日
時

8
H
n
H
m午
後

l
時
か

ら

9
附
ま
で

場
所

県
民
公
開
太
間
山
ラ
ン
ド

内
容

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
創

作
排
削
、
和
太
以
競
演
、
バ
ン
ド

直二E
・美術館だよりの郵送

・美術館事業（展覧会作品解説会・他美術館見学会 ・

音楽会など） 優先参加

・企画展開催の案内

hH附品川会勝同町公休紘一雄

会中陣謙一郎※稲葉富雄※村

口i忠チ※田中みか〆丁、秋山幸

f、主以男、制問時美、平柳

誠、米田口幸、長谷川悦r寸、

宮崎由紀、平崎やへ、西村義

和、藤田将司、森君江、野沢

紫ん、越間美菜、久我μ詐代

長井英昭、加賀しげ、川合俊

雄、笹川謙一、大津嘉津明、

小林克彦、高崎光邦、寺崎催

’l、米国売之、米側士口仁五

一．

o o tr 
家扶

場 期 万
ペコ

所間 不＊見
せ 明さ 最入 8
込 寄善月 者
ど り警｜ を
1:、の察日

~： 派署 旧） 媛
不 出 ，...... I す
liJ~ 所 fi 8 

、72月 相

方 駐 11 31 ~~ 
が 在 O 日
究 所 I （火） 所

ば｜ を。
、e 内 開
キiI 線

d炎 29 設
） 

し？工 ま
~ た まし、

は< す ・主催事業の入館料20%割引

コ
ン
サ
ー
ト
、
花
火
シ
ョ
ー
な
ど
）、

飲
食
バ
ザ
ー
ル

入
場
は
無
料

（
た
だ
し
、
航
中

料
金
制
川
）、
問
い
合
わ
せ
は
イ
ベ

ン
ト
実
ね
た
仏
民
会

戸
2
0
7
6
4

1
糾

1
3
1
1
3
｝
へ
。

百
河
豚
美
術
館

開
館
記
念
無
料
招
待

．
白
河
豚
美
術
館
で
は
開
館
記
念

・美術館販売物20%割引

1年間1.000円。 随時入会（入会日より 1年間有効）

｜申込み・問合せ ｜

朝日町立ふるさと美術館

（干939・07朝日町東草野466-8fi82-0094）へ。

合

m
u
u－
－

o
o

公
的
出

U
H
－

－

0
4

と
し
て
、
今
年
も
次
の
と
お
り
美

術
館
無
料
招
待
を
実
施
し
ま
す
日

期
間

8
け
日
刊
刷
か
ら
はN
H
川

ま
て
の

2
H
問

対
象

「
広
報
あ
さ
ひ
0
0
リ
サ
」

刊
参
の
ん
と

M
刊
行
2
れ
の

A
2J

れ
ま
で

問
合
せ

れ
川
豚
夫
術
航

へ

（
合

同

直二E
箇
圧
地
区
A
M
松
似
丑
降
A
H
古
江
佐

登
志
カ
山
田
昭
英
会
広
川
晃
彦
会

鍛
治
知
H

一
女
沢
谷
和
一
公
土
屋
博

※
佐
波
崎
美
※
大
久
保
半
、
西
村

山
芯
子
、
脇
山
江
理
〆寸
、
佐
枝

一

之
、
長
井
秀
側
、
尾
山
憲
太
郎
、

広
田

一
弘
、
広
凶
み
ゆ
き

南
保

地
区
会
土
間
開
会
坂
U
敬
食
坂
藤

慎
太
郎
女
長
谷
利
幸
、
柳
沢
幹
子

清
水
義
則
、
大
久
保
淳

山
崎
地

区
会
久
保
田
良
一
公
安
迷
祐
一
女

七
沢
省
一
九
門
会
名
越
正
生
※
九
州
よ
制

忠
※
七
沢
政
時
、
常
十
匂
鎮
臣
、
水

野
雅
代
、
山
本
よ
し
み
、
水
野
竜

士
、
秋
山
利
子
、
水
野
牧
栄

犬

家
庄
地
区
公
川
出
ヂ
樹
合
同
山
川
敏

彦
、
水
井
和
子
、
石
崎
夕
美
、
伊

藤
博

（
以
上
部
名
）
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ζ

さ
い
ま
し
た
。

婦
人
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

期
日

9
川
6
日
川
か
ら
叩
月
7

日
制
ま
で
の
包
囲
コ

l
ス

（時
間

は
午
前
9
同
，
か
ら
午
後
3
時
ま
で
）

場
所

見
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

内
容

ワ
ー
プ
ロ
検
定

3
級
の
資

格
取
得
を

U
指
す
知
識
と
技
術
の

対
象
者

主
鮒

・
本
料
で
再
就
峨

を
希
哨
す
る
人

定
員

加
入

受
講
料

無
料

｛
た
だ
し
教
村
代

は
山

l
」
れ
卯
）

申
込
み

8
H
3
H
ω
か
ら

8
月

初

H
附
ま
で
に
架
部
市
働
く
婦
人

の
家

（
E
M
－

－

6
8
4
）

へ
。

※
則
問
中
に
巾
し
込
み
さ
れ
た
人

の
中
か
ら
選
考
と
な
り
ま
す
。

。ご寄付を
ありがとうございました

V橋向町の間部マサヱさんか

ら亡夫議門前さんが片的お世話

になったお礼として社会教育

充実のために却万円

V社団法人日本一輪車協会か

ら的小学校に一一輪車叩台

V「東京朝日会」会長水島信

一さんから岡政発展のために

初万円

V6H6日に附m仇された第叩

凶東京朝日会に出席された方

か々ら側朝日町文化体育振興

公社に4万4、000円

V金山の石井康範さんから亡

父敏さんが牛前お世話になっ

たお札として町政発展のため

に印万円

生活必需晶旬慣
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本
箱

ー

朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（
官
邸
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

二

般

書
）

き
り
き
り
か
ん
か
ん

可
川
E
u’h
l

ιγ

sI
L
4
v
h
長
丁
二
守

生

き

る

ヒ

ン

ト

．

h
一木
寛
之

手
節
の
か
た
み

幸
凹

文

課
長
山
耕
作
の
成
功

H
れ
式

・
ハ

ー
ト

2

恥
修
／
弘
兼
山
山
中
山
九

我

が

丘

後

佐

必

愛

千

み
ん
な
’
H
分
が
わ
か
ら
な
い

ヒ
ー
ト
た
け
し

位
州
の

必

愛

品

駄

本

域

化

の

俳

句

川

一

時

敬

f

エ
リ
ザ

ベ

l
ト

（郡
山
ω
刷
大
志
賀

交
賞
作
〉

塚
小
判
也

（小
説
）

い
れ
州
ね

4
．、
げ
ろ

仙
石
舟
の
光
梓
」

（
上
下
）

黒
岩
重
吾

上
出
リ
リ
｜

最
後
の
刑
事ピ

l
タ
｜

・
ラ
ヴ
ゼ
イ

フ
1
コ
ー
の
振
り

γ
（
上
下
）

ウ
ン
ベ
ル
ト

・
エ
｜
コ

ぜ
い
た
〈

野

沢

な

失

恋

林

真

理

子

他

孤

独

で

催

し

い

彼

唯

川

忠

水
色
ノ

l
卜

山

際

立

芯

印

子

様

い

河

遠

藤

周

作

落

日

の

門

連

城

三

紀

彦

p
a
r
4

第

2
打

ιE』
－

－

z
・3

＋十
l
」

川

円

間

高
樹
の
ぶ
子

け
川
川

a
eνhlw
a

．、、川川
1
I

T
J
』

刷
出
M
M刊
川

μ刺
副
市
汁
計
五

3
6
8
Y
 

チj(

炎

本
の
紹
介

「
－ふ
A
V

九
十

げ
M
川

尚

同

」

渡

辺

淳

一

T
術
不
で
、
ら
に
か
起
き
た
の

か
｜
｜
子
山
筋
肺
．で
手
術
を
受
け

た
の
に
、
去
は
麻
酔
か
ら
さ
め
な

い
。
医
療
ミ
ス
か
特
異
体
質
か
：・
。

術
躍
的
な
事
態
を
と
お
し
て
、
心
不

朕
と
は
、
夫
時
と
は
、
そ
し
て
悼
と

子
の
き
ず
な
と
は
何
か
を
問
う
。
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成
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お父さんに弟子入り
一泊東部保育所

「親子でトントン大工さん」一

一
山
東
部
保
育
所
父
却
の
会
の
皆

さ
ん
が
七
月

l
一
目
、
「
親
子
で
ト

ン
ト
ン
大
工
さ
ん
」
と
題
し
た
お

楽
し
み
会
を
附
き
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
保
育
刈
に
あ
ま
り
紘

の
な
い
お
父
さ
ん
を
川
耐
え
吾
、
ザ
供

た
ち
と
遊
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
約
七
十
人
の
縦

f
j
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
、
わ
ね
父
さ
ん
た
ち
は
川

匠
に
変
身
c

の
こ
さ
リ
や
金
づ
ち

を
手
に
、
弟
チ
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
作
り
卜
げ

ま
し
た
。

上 IHT
i百ノKl!fT 
子科11-li
1也ヶ ｜主

tlilJ n1 
卜I.Li羽i

型i’

4人目誕生

おめでとうございます
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d
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ト〈ト
A

鯨
吾
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削
除

民
雄
均
端
じ
ヒ
巧
真

半生

男
出
力
男
久
男
出
力
女

長

2
長
r
u
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H
K
U
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長
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宮崎場所千秋楽

山
崎
小
川
f
校
で
七
川
七

H
、
校

・

内
相
伐
大
会
が
閃
か
れ
、
全
校
児

一

室
四

1
八
人
が
土
俵
挟
し
と
熱
戦

－
を
展
開
し
ま
し
た
。

金品－、

，Y
陥
場
刈
。
は
、
地
区
の
人

撲

た
ち
も
米
し
み
に
し
て
い
る
阿
校

相

の
伝
統
的
な
一
良
の
行
事
。
し
か
し
、

捻

来
年
春
に
は
統
合
小
学
校
が
誕
生

＝言

す
る
こ
と
か
ら
、
今
凶
が
最
後
の

開

場
所
と
な
り
ま
し
た
。

で

こ
の
日
は
、
低

・
中

・
高
学
年

‘、川口

の
男
女
別
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、

刊

勝
ち
抜
き
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

イ

土
依
の
同
リ
は
下
秋
来
を
比
物
に

一

訪

れ
た
人
た
ち
で
い

勺
ば

い
。
力

．

の
入
ゥ
た
一
番

一
番
に
盛
ん
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

しのばれます

町
の
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
つ

ぷ
ら
の
会
」
の
皆
さ
ん

が
七
月
二
日
か
ら
卜

一
一
回
ま
で
、

シ
ヨ
y
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

－
ア
ス

カ
で
「
な
つ
か
し
の
民
具
展
」
を

聞
き
ま
し
た
。

「つ

ぶ
ら
の
会
」
は
今
年
で
結

成
卜
同
年
e

こ
れ
ま
で
則
的
、
大

正
時
代
を
中
心
と
し
た
民
具
の
訓

命、

摂
理
を
進
め
る
一
方
、
千
成

三
年
四
円
か
ら
二
年
間
、

ニ
ト
凶

回
に
わ
た

っ
て
「
広
報
あ
さ
ひ
」
に

利
介
記
事
の
連
載
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。

今
凶
、
展
ぶ
さ
れ
た
民
け
パ
は
八

ト
点
余
リ
。
「ば
ん
ど
リ
」
や

「
川

げ
た
」
、
「
わ
た
こ
」
、
「
め
ん
ぱ
」

な
ど
、
山
き
時
代
を
し
の
ば
せ
る
、

ぬ
く
も
け
の
あ
る
民
具
に
、

訪
れ

た
人
た
ち
は
懐
か
し
そ
う
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

すき時代が

朝
日
の
旬
は
い
か
が

ー
歴
史
公
園
で
野
菜
聞
売
市
｜

町
の
農
村
婦
人
グ
ル

ー
プ
述
絡

協
議
会
の
皆
さ
ん
が
七
月
九
日
、

歴
史
公
問
の

一
角
で
「
制
ど
り
肝

来
即
光
市
」
を
聞
き
ま
し
た
。

町
を
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
、
と
れ
た
て
の
肝
菜
を
お
土
産

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画

し
た
も
の
で
、ぃ
川
姐
に
は
新
鮮
な

よ
ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ピ
ワ
な

ど
、
明
白
の
旬
が
い
っ
ぱ
い
。

パ

ス
を
降
り
た
お
客
さ
ん
に
笑
顔
の

お
ま
け
も
付
け
て
自
慢
の
品
々
を

版
先
し
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

徹
底
立

S
を
一
っ
て
言

ー
親
子
教
急
法
講
座
｜

ケ
カ
を
し
た
と
き
な
ど
の
応
急

情
自
の
仕
万
を
身
に
つ
け
て
も
ら

お
う
と
七
川
卜
日
、
主
人
一例
倣
セ

ン
タ
ー
で
判
明
チ
紋
急
法
講
座
が
開

か
れ
ま
し
た
。

講
座
に
は
、
町
内
外
か
ら
親

f

約
二

l
組
が
参
加
。

H
lぶん
い出
山
山

支
部
の
八
木
政
徳
さ
ん
を
講
師
に
、

人
工
呼
販
の
仕
方
や
病
人
の
動
か

し
方
、
出
血
時
の
止
血
法
な
ど
に

つ
い
て
支
計
す
る
な
ど
、
熱
心
に

学
び
ま
し
た
。

Z
フ
ロ
ジ
姿
老
似
合
い
ま
守

ー

i
中
高
年
の
男
性
料
理
教
室

’
｜
｜

タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、
熟
年
男
性
十

f

刀
人
が
参
加
。

「
健
康
な
食
必
対

策
卜
か
粂
」
『
お
出
を
来

し
く
健
康
的
に
飲
む
十
か

条
」
な
ど
に

つ
い
て
講
義

を
受
け
た
あ
と
、
コ
一
昨
に

分
か
れ
て
実
技
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

七
月
間
日
、
泊
二
区
公
民
館
主

催
の
成
人
大
学
講
座

「
中
高
年
者

の
男
性
料
理
教
室
」
が
保
健
セ
ン

可

~~ 
K
1
1
i
H

・l
’
いけ，杭
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・’r
k
l
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目

黒
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版
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町
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本

本
i
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水

道

総
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谷
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へH

幼

山

得

一

官

官

山

内

泊

中

山

牧

竹

池

池

下

金

こ
の
日
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、

「グ
リ
ー
ン
ア

ス
パ
ラ
げ

ん
こ
つ
娩
き
」「
れ
ん
こ
ん

の
カ
レ

l
掲
げ
」

「
長

い

も
と
．
ト
ね
ぎ
の
サ
ラ
タ
L

の
ム
け
わ
せ
て
三
品
。

エ
プ

ロ
ン
を
身
に
つ
け
「
男

f

n・
今

M
今

厨
一局
に
人
る
楽
し
さ
」
を

味
わ
い
ま
し
た
。
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得難きは時，会い難きは友……よい儀会はなかなかとらえがたく，よい友にはなかなか会えないという意。
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こ
こ
は
、
は
る
か
日
本
か
ら
北
に
間
千
キ
ロ
・
も

離
れ
た
シ
ベ
リ
ア
の
湖
。
長
い
冬
が
よ
う
や
く
終

わ
り
、
待
ち
に
待
っ
た
春
の
光
が
湖
に
そ
そ
が
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
生
ま
れ
て
聞
も
な
い
白
鳥
の
ひ

な
の
コ
｜
リ
ャ
と
マ
｜
シ
ャ
が
泳
ぐ
そ
ば
に
、

ニ
羽
を
や
さ
し
く
い
凡
守
る
父
さ
ん
’
H
hド
サ
そ
し
て
、

出
か
く
却
り
か
け
る
吋
さ
ん
山
内
い
吋

こ
の
作
品
は
、
創
作
絵
本

「
コ
i
リ
ャ
よ
は
ば

た
け
」
の

一
ペ
ー
ジ
日
を
飾
る
絵
で
あ
る
る
そ
の

や
わ
ら
か
な
線
川
と
鮮
や
か
な
色
彩
は
、
詩
的
を

に
じ
ま
せ
、
山
川
か
さ
に
尚
ち
あ
ふ
れ
で
い
る

か帆
州
家
井

n
文
売
は
、
目
成
で
ト
ム
ボ

U
ん
の
午

で
い
布
役
を
務
め
な
が
ら
、
大
半
洋
美
術
学
校
で
学

ん
だ
後
、
神
絵
画
家
と
し
て
の
泊
を
少
ん
だ
，
小

中
学
校
の
川
訓

・
山
梨
の
教
科
代
川
や
、
川
ル
収
川
凶

内
へ
の
M

開
市
は
膨
大
な
数
に
及
、山
そ
の
後
、
制

作
絵
本
に
お
い
て
、
自
然
と
人
生
に
か
か
わ
る
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
作
品
を
揃
く
に

も
、
新
山
県
の
蝋
刈
、
山
山
県
大
以
池
、
そ
し
て

単
身
シ
ベ
リ
ア
へ
と
何
刷
も
取
材
に
足
を
．
辿
ん
だ

末
に
、
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
真
実
の
追
求
は
、
犯
の
絵
本
制
作
に
と
っ
て
大

切
な
伝
粂
で
あ
り
、
い
半
主
る
絵
均
L

ご
と
は
避
け
た

い
と
、
つ
ね
に
々
え
て
い
る
」

こ
の
作
布
の
信
条
が
童
州
の
中
て
熱
い
メ

ッ
セ

B
J
M
 

l
ジ
と
し
て
チ
ど
も
た
ち
へ
と
う
う
た
え

E
す
で

一
宅

‘
i
q
さ
も
定
。

い
る
の
で
あ
る
。
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新鮮な空気胸いっぱい

夏休みラジオ体操

1扇子，~·~主主苦手忠一主主土地掛：子官宅副同了司時抗日.·~・E戸時.：；－..；：ニl万 r: . ~i··揖肘‘~！て計
詩吟同説話～~·~＂＂~ ＇＂＂＂＇五回伊~

7月21日からuf1まったu休

み。今年も町内の外地区では．

乍校のグランドやや，，祉の境｜人！

などにチ供たちカ：u；まり， u
｛本みグ〉ラジオf4:1弘が行われて

います。

β析しい付lがオとた 希望め

¢.IIだ告：びにlJ旬をひらけ 人－

・4-.;._ f!IJげラジオの1!iに－－－－－－丹

物］ 6時半，すかすかしい雫

%の中をラジオ体J訟の：政がiAl

J.l. r供たちが I｝ズムに合わ

せて ；t気よく｛本織を始めます。

/r uもさわやかな i口のスタ

ート。制の光に （－(jもたらのLI

も締いています。
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V
仁
川
ト－

一川
口
俊
、
北
仰
迅
山
山
内

沖
で
発
生
し
た
大
地

μは
、

一
瞬

に
し
て
数
多
く
の
尊
い
生
命
や
人

々
の
財
産
会
』
命
中
い
よ
り
ま
し
た

J

卵
、
川
’
川
な
ど
被
災
地
で
は
、
A
ー
な

お
行

U
．
小
川
お
の
川
は
い
旅
や
似
川
前

動
が
懸
命
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

V
家
紋
や
家
を
夫
い
注
む
に
作
れ

る
人
々
、
域
滅
状
態
と
な
っ
た
市

街
地
、

引
を
川
一
う
ご
と
に
附
す
新

た
な
犠
牧
者
数
・：

テ
レ
ビ
や
新

聞
報
道
で
被
災
地
の
保
子
が
伝
え

ら
れ
る
た
び
に
、
胸
が
締
め
つ
け

ら
れ
る
思
い
で
す
が
、
避
鵬
川
リ
昨
日外

ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住

民
の
方
々
な
ど
に
と
っ
て
は
、
当

分
の
問
、
不
自
由
で
苦
し
い
生
活

が
続
く
、
』
と
で
し
ょ
う
。

V
現
介
住
、
被
災
地
の
い
刈
々
の
も
と
へ

全
同
各
地
か
ら
紋
般
物
資
や
義
援

金
な
ど
が
次
々
と
仰
の
せ
ら
れ
て
い

ま
す
＠
わ
が
家
で
も
さ
さ
や
か
な

公
判
ち
を
送
・
・
り
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
議
級
品
中
．
の
受
け
付
け
は

県
の
共
同
H

券
全
会
や
各
郎
出
い町、

N
H
K
山
山
政
送
局
な
ど
で
も
行

っ
て
い
ま
す
み

世帯数 5.197 （ー 7) H5.7.H見（1.

｛ ．：立がiHJt 
計 17.712(-27)女 9.431（ー14)男 8.281（ー13)〔町の人口〕


